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バル・コンパクト（2000）や GRI サステイナビリティ・レポーティング・ガイドライン第 4 版（2013）
に示されているように、自社のサプライチェーンにおいて社会や環境へ与える負の影響を回避・
低減するだけでなく、持続可能な開発に貢献する「持続可能なサプライチェーンマネジメント」












（Structual Equation Modeling; SEM）による分析を試みた。
２．先行研究
2.1　持続可能なサプライチェーンマネジメントとは何か




1980 年代から 1990 年代にかけて出現したものである（菊地、2006、p.2）。このようなサプライ
チェーンマネジメントの目的は、森田（2004、p.10）によると、「システムを設計し、作り上げ、
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•  すべての既存研究は、CSR 又は ESG のランクが上位の企業は借入（融資・証券）及び株式資
本コストは低いことを示している。





する理論には、以下のようなものがある（Endrikat et al. 2014, p.738)。
① 「自然資源基礎理論」（natural- resource based view）：天然資源の枯渇化に伴ってこれら資
源を効率的に使用するために努力する中で他者がまねできない組織の資源や能力が形成され、
その結果財務パフォーマンスが高まる。































出所：United Nations Global Compact & BSI （2015）から筆者作成
図1 持続可能なサプライチェーンにビジネスとして取り組む意義
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③ 「良いマネジメント理論」（good management theory）：上記①と②のような社会パフォー





剰資源理論」（slack resource theory）と呼ばれている。さらに、余剰資源を有する企業が CSR に
より積極的に取組み、その結果財務パフォーマンスを高める、とする⑤「好循環理論」（virtuous 
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取組みで評価することとし、NGO である「医薬品アクセス基金」（Access to Medicine Founda-
tion）が公表している製薬会社の医薬品アクセス評価点を用いた。その評価指標は表5の通りである。




































アパレル 23 社 8 点
正（R=0.429）
係数：965**
なし（R ＝－0.06） なし（R ＝－0.109）
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～ 2011 年の企業業績と 2011 年の持続可能なサプライチェーンの評価点との関係を分析し、かつ





















業種 企業数 表 6からの変更点
アパレル 21 財務データが揃う 21 社を選定
食品 9 財務データが揃う 9 社を選定










0585713 v01 跡見学園女子大学_マネジメント学部紀要 第22号.indb   35 2016/07/20   9:35:18
跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 22 号　2016 年 7 月 25 日
─　　 ─36


















89.2% SRMR .016 CFI 1.000





























（Goodness of fit）によって評価されるが 4)、図 3 の各指標の数値からはこのモデルの当てはまり
は良いことがわかる。
この SEM 分析の結果からは、2009 ～ 2011 年の売上高と売上高利益率が 2011 年の SSCM に
は正の影響（特に売上高と SSCM とは 1％の有意水準で正の相関）を与えたことがわかる。これ
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